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成否を分かつ！ 新たな時代のクリニック開業

　最近、社会保障と税の一体改革が話題に上っているが、これは、
裏を返せば、社会保障費の抑制と財源確保ということである。特に、
社会保障関係の財政支出が膨れ上がり、財政が火の車になっている
のは、年金、高齢者医療、介護が主な原因とされる。つまり、厚生
労働省は医療費抑制政策を今まで以上に推進し、高齢者の自己負担
の引き上げ、過剰な投薬の抑制、診療報酬の引き下げなど、医療を
提供する側にも、切り込んでくるはずだ。
　このような社会状況の中、医業経営を取り巻く環境はますます厳
しくなっているのである。
　それでは、医療業界の状況はどうなっているのだろうか。
　まず、病院、有床診療所、一般診療所の施設数の年次推移である。
大きな傾向として、病院、有床診療所は減少しており、一般診療所
は増加している。厚生労働省が毎年集計している医療施設調査によ
ると、病院は、この 10 年間で 596 施設（平成 12 年 9,266 施設― 平
成 22 年 8,670 施設）の減少、一般診療所の内有床診療所は、この
10 年間で 7,233 施設（平成 12 年 17,853 施設―平成 22 年 10,620 施
設）の減少、これに対して、一般診療所全体としては、この 10 年
間で 7,007 施設（平成 12 年 92,824 施設 ― 平成 22 年 99,831 施設）
の増加となっている。一般診療所については、平成 23 年 5 月末の
概数ではあるが、99,957 施設に増加している。一般診療所の 10 年
間で 7,007 施設の増加は純増の意味で、内容を分析すると、この 10
年間の開業等が 50,000 施設程であり、廃業等が 43,000 施設程である。
つまり、医療業界は世代交代が進んでおり、第一線で働く若い開業
医が多くなっている。また、有床診療所、病院が減少傾向にあると
はいうものの、300 床以上の病床を有する病院数には変化が見られ
ず、勝ち組と負け組がはっきりと分かれてきている。ここでも、医
療施設間の競争の激化が読み取れる。



　そして、もう一つ重要なことは、国民の権利意識の高揚である。具体的には、
お客様である患者の権利意識と医師とともに医療を支える職員の権利意識の高ま
りである。医事訴訟や未払残業代請求訴訟などが増加傾向にあるのは、当然、患
者や職員の権利意識の現れである。このような訴訟など起こさないためには、日
常から、医療水準を上げる努力が必要であり、人事・労務管理をしっかりとして
おくことである。
　以上、見てきたように、診療所を開設するに際しての外部環境は大変厳しいも
のがあるが、一方で、今まで以上に診療所の担う役割が増しているのも確かなこ
とである。また、国民医療費の延び率を抑制できても、国民医療費の総額は増え
続けるのも確かなことである。各々の診療所が地域医療に徹すると同時に病診連
携、診診連携の新しいネットワーク化が重要視されつつある今、旧態依然とした
診療所は排除されていき、職員とともに、患者に対して高い医療サービスを提供
できる診療所が求められるのである。
　診療所の経営において、開業時が一番重要な時期であり、今後の医業経営を左
右することにもなる。是非、これからクリニックを開業しようとお考えの先生方
においては、本書を一読していただき、失敗しない開業をしていただきたい。
　最後に、本書でクリニックの開業を決意された先生方の今後の医業経営の成功
を祈念し、また、本書の出版にあたり、ご協力していただいた多くの皆様に感謝
を申し上げさせていただく。

　　　　平成 24 年９月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執筆者を代表して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待山　克典
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